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第3章 多摩川流域の水流の現状把握のまとめ 

第 1 編の第 12 節では、「小流域の視点」、第 13 節では「水流の構成要素の視点」で多

摩川の水流の実態を整理しました。ここでは、第１編のまとめとして、「水流の構成要素

の視点」から、現状把握について「調べたこと」と「わかったこと」、それを踏まえて「今

後すべきこと」についてまとめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの水流実態解明プロジェクトでの成果 

・ 現段階で調べたこと 
・ 現段階でわかったこと 

今後すべきこと 

・ 調べていないこと 
・ 知らないこと 

⇒第 2編「行動指針/計画編」 

水流の構成要素の視点 
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第15節 森林地域の現状把握のまとめ 

 

現段階で調べたこと 

 
・ 森林面積の歴史的変遷 
・ 東京都水道水源林エリア 
・ 人工林･天然林の比率 
・ 森林保全対策の実施状況 
 
・ シカの生息数(推定値)･生息
エリア･捕獲数 

・ 東京都水道水源林区域のシカ

の食害状況(土壌流出など) 
・ シカによる農業被害･林業被

害 

今後すべきこと（調べていないこと） 

 
・ 東京都水道水源林エリア外の森林の平面的

状況 
・ 樹種、人工林 or天然林 
・ 管理状況 
・ シカの食害状況(土砂流出など) 

・ 住民･企業による森林管理の状況 
・ 管理狩猟の実施状況 

今後すべきこと（知らないこと） 

 
・ 多摩川流域の森林の状況やシカの食害の実

態(可視化) 
・ 森林保全施策の実施状況(可視化) 
・ 森林のメカニズム 
・ 目指すべき流域の水流像 

現段階でわかったこと 

 
・ 東京都水道水源林エリアでは

森林が管理･保全されている。

・ シカの食害による被害が深刻

である。 
・ 木材価格の廉価化や林業の後

継者不足などから、森林の保

全がされず、荒廃している。

第２編 行動指針/計画編 

 第４章 多摩川流域の水流の実態解明と改善に向けた行動目標 

第５章 多摩川流域の水流の実態解明と改善に向けた行動指針 

第６章 多摩川流域の水流の実態解明と改善に向けた行動計画 

なにをすべきか
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第16節 湧水・崖線（浅層地下水）の現状把握のまとめ 

 
 

現段階で調べたこと 

 
・ 湧水箇所（事務局把握分） 
・ 清流成分水量の歴史的変遷 
・ 湧水涵養域における市街化率

の変遷 
・ 過去と現在の地下水位差 

今後すべきこと（調べていないこと） 

 
・ さらなる湧水箇所の空間分布 
・ 湧水量・水質の経年変化 
・ 周辺の生物・植生状況 
・ 周辺の地下水位状況 
・ 周辺の地形、土地利用状況 
・ 流域住民による湧水・崖線の保全に関する取

組み状況 
・ 雨水浸透施設の設置状況 

今後すべきこと（知らないこと） 

 
・ 湧水の現状の可視化 
・ 湧水箇所と地形・土地利用との相関関係の把

握（湧水のメカニズム、涵養域の把握） 
・ 湧水箇所と水路・河川との空間分布の相関関

係の把握（湧水由来の水路・河川の分布） 
・ 目指すべき流域の水流像 

現段階でわかったこと 

 
・ 多くの地点で湧水の涸渇や湧

水量の減少がみられる。 
・ 自然地からの清流成分水量は

市街化に伴い減少している。

・ 地下水位も過去と比較して減

少している。 

第２編 行動指針/計画編 

第４章 多摩川流域の水流の実態解明と改善に向けた行動目標 

第５章 多摩川流域の水流の実態解明と改善に向けた行動指針 

第６章 多摩川流域の水流の実態解明と改善に向けた行動計画 

 

なにをすべきか
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第17節 深層地下水の現状把握のまとめ 

 
 

現段階で調べたこと 

 
・ 累積地盤沈下量経年変化 
・ 被圧地下水位経年変化 
・ 地下水揚水量経年変化 
・ 工業出荷額経年変化 
・ 回収水(再利用水)利用率経年
変化 

今後すべきこと（調べていないこと） 

 
・ 地下水取水量の経年的・空間的状況 
・ 地下水位の経年的・空間的変化 
・ 地下水保全に関する取組み状況 

今後すべきこと（知らないこと） 

 
・ 地下水取水の実状の可視化 
・ 地下水管理の実状の可視化 
・ 目指すべき流域の水流像 

現段階でわかったこと 

 
・ 1950 年代からは工業用水法
の規制により地下水揚水量が

激減した。 
・ 累積地盤沈下量、被圧地下水

位の変動ともに近年改善傾向

にある。 
・ 許可を伴わない局所的な小規

模取水が近年増加しており、

局所的な地盤沈下が懸念され

ている。 

第２編 行動指針/計画編 

第４章 多摩川流域の水流の実態解明と改善に向けた行動目標 

第５章 多摩川流域の水流の実態解明と改善に向けた行動指針 

第６章 多摩川流域の水流の実態解明と改善に向けた行動計画 

なにをすべきか
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第18節 用水路の現状把握のまとめ 

 
 

現段階で調べたこと 

 
・ 用水路網（事務局把握分） 
・ 受益エリア（事務局把握分）

・ 受益エリア経年変化（大丸用

水） 
・ 水量、水質経年変化（大丸用

水） 
 

今後すべきこと（調べていないこと） 

 
・ 用水路網の空間分布とその変遷 
・ 用水路の形態（開渠、暗渠、矩形断面等） 
・ 周辺の土地利用形態とその変遷 
・ 継続的な取水量の変化 
・ 継続的な水質の変化 
・ 周辺の生物・植生の生息状況 
・ 用水路保全に関する取組み状況 

今後すべきこと（知らないこと） 

 
・ 用水路の現状の可視化 
・ 周辺土地利用等の外的環境との相関関係 
・ 目指すべき流域の水流像 

現段階でわかったこと 

 
・ 受益エリアは過去と比較する

と急激に減少している。 
・ 用水路の水量減少や一年の中

で水が通水していない水路が

ある。 

第２編 行動指針/計画編 

第４章 多摩川流域の水流の実態解明と改善に向けた行動目標 

第５章 多摩川流域の水流の実態解明と改善に向けた行動指針 

第６章 多摩川流域の水流の実態解明と改善に向けた行動計画 

なにをすべきか
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第19節 支川の現状把握のまとめ 
 

 
 

現段階で調べたこと 

 
・ 主要支川における水量経年変

化 
・ 主要支川における水質経年変

化 
・ 主要支川における水循環特性

(浸透量、地下水流出量等) 
・ 主要河川工作物分布 

今後すべきこと（調べていないこと） 

 
・ 水量・水質の継続的な状況 
・ 支川の河道形態（河道断面、河岸等）状況 
・ 伏没区間・期間の状況 
・ 周辺の地下水位状況 
・ 生物・植生の生息状況 
・ 支川の保全に関する取組み状況 

今後すべきこと（知らないこと） 

 
・ 年間を通した水量・水質状況の可視化 
・ 外的環境との相関関係 
・ 目指すべき流域の水流像 

現段階でわかったこと 

 
・ 伏没区間を有する支川があ

り、年間を通して水量が少な

いことが問題となっている。

・ 近年は改善傾向にあるが、水

質が良くない支川もみられ

る。 

第２編 行動指針/計画編 

第４章 多摩川流域の水流の実態解明と改善に向けた行動目標 

第５章 多摩川流域の水流の実態解明と改善に向けた行動指針 

第６章 多摩川流域の水流の実態解明と改善に向けた行動計画 

なにをすべきか
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第20節 多摩川本川の現状把握のまとめ 
 

現段階で調べたこと 

 
・ 水量の経年変化 
・ 水質の経年変化 
・ 主要河川工作物分布 
・ 地域毎の水循環特性(浸透量、
地下水流出量等) 

今後すべきこと（調べていないこと） 

 
・ 継続的な水量・水質変化 
・ 周辺の地下水位状況 
・ 生物・植生の生息状況 
・ 保全活動に関する取組み状況 

今後すべきこと（知らないこと） 

 
・ 年間を通した水量・水質の可視化 
・ 外的環境との相関関係 
・ 目指すべき流域の水流像 

現段階でわかったこと 

 
・ 源流からの清流成分水量は羽

村堰からの取水等により減少

しており、下水処理水の占め

る割合が非常に大きい。 
・ 水質についてもS50年代と比
較すると改善傾向にあり、下

水処理場(水再生センター)の
放流水質の影響が大きい。 

第２編 行動指針/計画編 

第４章 多摩川流域の水流の実態解明と改善に向けた行動目標 

第５章 多摩川流域の水流の実態解明と改善に向けた行動指針 

第６章 多摩川流域の水流の実態解明と改善に向けた行動計画 

なにをすべきか




